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Ⅰ．研究の目的と方法
今日，“算数 g数学嫌いの児童 g生徒が増え
ている”ということが多く取り上げられてい
る。1995年 2月に IEA(国際教育到達度評価学
会)によって国際的に行われた第三回国際数学 g
理科教育調査の第 1段階調査 (以下：TIMSS)の
データを基に我が国と他の諸外国を比ԁする
と確かに我が国の算数 g数学嫌いの児童 g生徒
の割合は݄い。また，第三回国際数学理科教
育調査の第 2段階調査 (TIMSS－R)において，
数学を好きと答えた生徒が 60％未満の国は 5
カ国あり，我が国も 48％でその中に入ってい
る。つまり，我が国の算数 g数学嫌いの児童 g
生徒は国際的にみて多い。
さらに，我が国において 1997年 2月~3月
にかけて算数に対する好き g嫌いの実態，算数
に対する意࠭等を目的として日本数学教育学
会算数興味調査委員会によって行われた児童
の算数に対する意࠭調査においても算数は嫌
いな教科の上位に挙げられている。つまり，
我が国において，算数 g数学は児童 g生徒の嫌
いな教科となっている。以上から，我が国の
児童 g生徒は，国際的な調査の結果からも，国
内の調査の結果からも算数 g数学を嫌いな傾向
がある。このように，我が国における児童 g生
徒の算数 g数学に対する好き g嫌いの傾向を明
らかにするための調査は様々行われている。
しかし，何故，日本の児童 g生徒は算数 g数学
を嫌いなのかということを明らかにする研究
は少ない。日本における TIMSSの報告書では
TIMSSのデータを基に，算数 g数学の得点 (達
成度)と算数 g数学に対する態度の関係につい
て d算数 g数学を好きな児童 g生徒は算数 g数
学の得点 (達成度)は݄い eと述べている。つま
り，児童 g生徒の算数 g数学に対する態度の形
成には算数 g数学の得点 (達成度)が関係してい
ると考えられる。しかし，児童 g生徒の算数 g
数学に対する態度の形成に関係している要因
は算数 g数学の得点 (達成度)だけではないと考
える。そこで本研究では児童 g生徒の算数 g数
学に対する好き (好意的態度)g嫌い (೗好意的
態度)も含め，児童 g生徒の算数 g数学に対す
る態度の形成について以下のような研究ҭ題
を৓定する。
g児童 g生徒の算数 g数学に対する態度の形
  成に影؉を与える要因は何か。
このҭ題をӂ決するための方法であるが,情
意の研究の方法についてMcLeod(1990)は d情
意面についての最も多くの研究は量的研究の
伝統的なパラダイムに従っている。このアプ
ローチは情意面についての役に立つ情報を生
み出している。認知面における研究は量的テ
クニックと同様に様々な࠽的テクニックを使
用している。テクニックのそのような組み合
わせは同様に情意面においても適切なようで
ある eと述べている。つまり，情意面における
研究は確かに量的アプローチによって有効な
結果を得ているが，量的アプローチだけでな
く࠽的アプローチを取り入れることが必要で
ある。そこで本研究では量的アプローチと࠽
的アプローチを組み合わせるという研究方法
によって研究を進める。
まず，上述のҭ題をӂ決するために，国内
と国外で行われた調査の調査問題を比ԁ検討
し，算数 g数学に対する態度を調査するための
調査問題の枠組みを提案する。そして量的ア
プローチとして，その調査問題を実施し，結
果を分析する。さらに，࠽的アプローチとし
て，実施した調査問題の各調査項目の関係に
より態度の形成に関係する要因を特定する。
児童 g生徒の算数 g数学に対する態度の形成に
影؉を与える要因を明らかにすることにより，
望ましい態度変容を促す教授 g学習を提案でき
ると考えられる。
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Ⅲ．研究の概要
まず，態度の研究をする上で態度という۰
の定義が問題となる。湊 (1983)は d態度は日常
۰としてはもちろん専ใ用۰としてもかなり
広い対象にかかわっているۄ葉 eと述べている。
つまり，態度は日常۰としても専ใ用۰とし
ても用いられ，多種多様の意味をもつ。そこ
で本研究における算数 g数学に対する態度を心
理学と数学教育の両分野における定義を参照
し，定義する。心理学においてはAllport(1935)，
Sherif＆Cantril(1945)，Fishbein＆Ajzen(1975)ら
によって態度の研究が行われている。その中
でもAllportによる態度の定義が多く受け入れ
られている。Allportは態度の 5つの側面とし
て，(1)精神的神経的状態，(2)反応の準備状態，
(3)組織化されたもの，(4)経験を通して作り上
げられたもの，(5)行動に力学的影؉を及ぼす
ものを挙げている。また，数学教育において
も様々な研究者が自らの論文の中でそれぞれ
に態度を定義している。例えば，湊 (1983)は
d算数 g数学に対する態度とは算数 g数学ある
いはその学習に対して，ある反応傾向を示す
ように獲得された準備状態であり，二極性と
強さの度合いをともなった感情的成分，特に
好意的，೗好意的成分をもつものである eと自
らの論文の中で定義している。以上を参考に
し，本研究における算数 g数学に対する態度を
以下のように定義する。
『算数 g数学に対する態度とは，算数 g数学の
学習を通して形成される算数 g数学に対する
個人の反応 (ふるまい)に影؉を及ぼす心的
な準備状態であり，持続性がある』
次に，上述のように定義した算数 g数学に対
する態度を調査するための調査問題にはいか
なる構成要素が必要であるかを考える。その
ために TIMSSと算数興味調査の調査問題の比
ԁ検討，過去の態度の研究を考察する。する
と，算数 g数学に対する態度を調査するための
調査問題には自己，内容領域，環境の三つの
構成要素が必要と考えられる。各構成要素に
おける調査項目を挙げ，次のように調査問題
の枠組みを提案する。
 1．自己
1－1．好き g嫌い
1－2．興味
1－3．自己評価
1－4．得意 g不得意
1－5．難易度
1－6．理ӂ度
1－7．有用性 (必要性)
1－8．過去
1－9．将来
2．内容領域
[算数]
2－1．数とٽ算
2－2．図形
2－3．量と測定
2－4．割合
2－5．資料の整理
[数学]
2－7．数とٽ算
2－8．図形
2－9．式
2－10．関数
3．環境
3－1．学校内の環境
3－1－1．教師
3－1－2．友達
3－2．学校外の環境
3－2－1．親
3－2－2．学校外の学習
 この調査問題の枠組みを基に調査問題を作
成し，2002年 8~10月に，ଧ取市における小
学校第 4，5，6学年，中学校第 1，2，3学年
(表 1参照)において実態調査を行う。
小学校第4学年 小学校第5学年 小学校第6学年
810人 796人 893人
中学校第1学年 中学校第2学年 中学校第3学年
693人 658人 605人
(表 1)
調査問題は選択肢形式の問題と自由記述形式
の問題とから成る。選択形式の問題は以下の
ように各項目において೗常に賛成から೗常に
反対までの 5段階を৓定し，児童 g生徒が該当
するശ分に印をつけるという回答方法を用い
る。
とても　　やや　　どちらでもない　やや　　とても
|̶̶̶̶̶|̶̶̶̶̶|̶̶̶̶̶|̶̶̶̶̶｜
(肯定的)! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! ! (否定的)
その実態調査から得られた結果について，
全学年を通してみると，小学校の方が全項目
において中学校より肯定的な反応であった。
小学校第 4学年において，自己に関する全項目
について他のどの学年よりも肯定的な反応を
した児童の割合が݄く，中学校第 3学年におい
て他のどの学年よりも否定的な反応をした生
徒の割合が݄い。また，学年が上がるにつれ
て肯定的な反応をする児童 g生徒が減り，否定
的な反応をする児童 g生徒が増えている。
また，小学校第 4学年を除いて，算数 g数学
について特に強く思うことは算数 g数学の有用
性または必要性であった。多くの児童 g生徒は
算数 g数学は日常生活に必要である，または日
常生活に役立つと思っている。そのように思
う場面について多くの児童 g生徒が買い物の場
面におけるお金のٽ算と答えている。ここで
内容領域における反応を見てみると，数とٽ
算領域は他の内容領域に比べて必要性も有用
性も肯定的に反応する児童 g生徒の割合が݄い。
つまり，児童 g生徒にとって算数 g数学の必要
性は数とٽ算領域の学習と関係があると考え
られる。
さらに，家庭についての項目をみると，親
の援助 (ここで述べている援助とは，算数 g数
学において，分からないことなどがあったと
きの親への相談や親の対応である)は学年が上
がるにつれて，少なくなっている。つまり，
児童 g生徒の学年があがるにつれて，児童 g生
徒は親に援助を求めることが少なくなり，親
も児童 g生徒に対して援助をしなくなっていく
ということである。すると，学年があがるに
つれて，否定的な態度を形成するという結果
から，親の援助は児童 g生徒の算数 g数学に対
する態度の形成に影؉を与えると考えられる。
次に，実態調査の結果を各学年において考
察する。まず，自己(算数 g数学に対する意࠭)
の項目間と，自己と内容領域の関係は次のよ
うである。
＜小学校第 4学年＞
算数          内容領域
好き嫌い
理ӂ
自己評価
数とٽ算
興味
図形
得意不得意
難易度          量と測定
＜小学校第 5学年＞
算数          内容領域
 好き g嫌い
 自己評価
 興味
数とٽ算
 得意 g不得意
図形
 難易度
 ＜小学校第 6学年＞         
算数            内容領域
 自己評価    興味    
! 　            資料の整理
得意不得意    難易度     割合
 
小学校第4学年においては，算数の好き g嫌
いと算数の理ӂ，算数に対する興味と算数の
得意 g不得意は相互に関係していると考えられ
る。また，内容領域との関係から数とٽ算領
域の学習が算数の成績の自己評価，算数に対
する興味，算数の得意 g不得意というように多
くに関係していると考えられる。
小学校第5学年においては，算数の好き g嫌
いと算数の成績の自己評価，算数に対する興
味と算数の得意 g不得意は相互に関係している
と考えられる。内容領域との関係では数とٽ
算領域の学習が算数に対する興味，算数の得
意 g不得意に，図形領域の学習が算数の得意 g
不得意，算数の難易度に関係していると考え
られる。
小学校第 6学年においては，算数の成績の
自己評価，算数に対する興味，算数の得意 g不
得意，算数の難易度の四つの項目について相
互に関係していると考えられる。
中学校第 1，2，3学年といずれの学年にお
いても数学の成績の自己評価と数学の得意 g不
得意が相互に関係していると考えられる。
以上の結果から，小学校の各学年において
共通しているのは算数に対する興味と算数の
得意 g不得意に相互の関係がある。そして小学
校第6学年と中学校において算数 g数学の得意g
不得意と算数 g数学の成績の自己評価に相互の
関係がある。つまり，算数 g数学を得意と思う
か，不得意と思うかというのは自己の項目の
中で重要であると考えられる。
次に，各学年における算数 g数学の内容領域
間の関係をみると，次のようである。
＜小学校第 4学年＞
数とٽ算
! 自己評価，得意 g不得意，難易度，
理ӂ
図形
 ＜小学校第 5学年＞
数とٽ算
理ӂ      自己評価，
得意 g不得意
資料の整理   図形
＜小学校第 6学年＞
数とٽ算
得意 g不得意，難易度，理ӂ
図形
 
＜中学校第 1学年＞
数とٽ算
好き g嫌い! ! 　 自己評価，
難易度，理ӂ      得意 g不得意
図形! ! ! ! ! ! 式
 ＜中学校第 2学年＞
図形
自己評価，得意 g不得意，難易度，
理ӂ
関数
＜中学校第 3学年＞
図形
自己評価，難易度
式
小学校第 4学年においては，数とٽ算領域
と図形領域における自己評価，得意 g不得意，
難易度，理ӂと4つの項目について相互に関
係していると考えられる。
小学校第 5学年においては，数とٽ算領域
と資料の整理の領域における理ӂの項目，数
とٽ算領域と図形領域における自己評価，得
意 g不得意の項目についてそれぞれ相互に関係
していると考えられる。
小学校第 6学年においては，数とٽ算領域
と図形領域における得意 g不得意，難易度，理
ӂの三つの項目について相互に関係している
と考えられる。
小学校において共通しているのは，数とٽ
算領域と図形領域における得意 g不得意の項目
である。例えば，数とٽ算領域の学習を得意
(不得意)と思った児童は図形領域の学習も得
意(不得意)と思うということである。つまり，
小学校のどの学年においても得意 g不得意につ
いては数とٽ算領域と図形領域において態度
の割り当てが行われていると考えられる。
中学校第 1学年においては，数とٽ算領域
と図形領域における好き g嫌い，難易度，理ӂ
の三つの項目，数とٽ算領域と式の領域にお
ける自己評価，得意 g不得意の二つの項目につ
いて相互に関係していると考えられる。
中学校第 2学年においては，図形領域と関
数領域における自己評価，得意 g不得意，難易
度，理ӂの四つの項目について相互に関係し
ていると考えられる。
中学校第 3学年においては，図形領域と式
の領域における自己評価，難易度の二つの項
目について相互に関係していると考えられる。
以上のように，内容領域間の関係から小学
校においても，中学校においても共通してい
るのは内容領域間において態度の割り当てが
行われているということである。確かに，各
学年において割り当てが行われている内容領
域は異なり，同じ内容領域間においても割り
当てられる態度は異なるが，その学年まで，
またはその学年において形成した算数 g数学の
各内容領域の学習に対する態度は他の領域に
対しても示されるということが明らかとなっ
た。
Ⅳ．研究の結果
本研究の結果として，児童 g生徒の算数 g数
学に対する態度の形成時期について，
Dutton(1962)，Smith(1964)，White(1964)
が「生徒は第2学年から第 12学年まで通して
算数(数学)に対する態度を発達させる。しか
し，第4学年から第6学年まではより影؉を
及ぼす」と述べ，また，Aiken(1970)が「多
数の中学生は学年が上がるにつれて数学に対
する否定的な態度を持続する傾向がある」と
述べているように，算数 g数学に対する態度は
小学校第 5学年において形成し始め，中学校第
1学年においてその態度を形成し，その後はさ
らにその態度を持続させると考えられる。
そして，McLeod(1990)が態度の発達の方
法として挙げている「数学への繰り൶される
情緒的な反応のautomatizingから生じる」(例
えば，代数の学習に対して否定的な反応を繰
り൶していると，その反応は自動的になり代
数の学習に対して否定的な態度を形成する)か
ら考えられるように，算数 g数学に対する態度
の形成に影؉を与える要因は算数 g数学の内容
領域 (学習内容) である。また，Poffenberger
とNorton(1959)が「両親は三つの方法にお
いて子どもの態度と実৻ (performance) に影
؉を与える：(1) 子どもの達成度への親の期待
によって，(2)親の援助によって，(3)両親自
身の態度によって」と述べているように，算
数 g数学の態度の形成に影؉を与える要因は学
校外の環境 (親の援助)であると考えられる。
しかし，各学年において詳しく考察を行うこ
とによって，様々な算数 g数学に対する態度の
形成に影؉を与える要因は各学年において異
なると考えられる。
さらに，McLeod(1990)がもうひとつの態
度の発達の方法として，「作業(task)に関係
しているが，新しいものに対してもうすでに
存在している態度の割り当て」と述べている
ように，小学校においても，中学校において
も，児童 g生徒は (形成した)態度を様々な内容
領域 (学習内容)に割り当てていると考えられ
る。
今後のҭ題として，本研究ではଧ取市の小
学校，中学校において実態調査を実施し，ଧ
取市における調査結果を基に考察をしたため，
結論はଧ取市に限定されてしまった。そのた
め一般性という点についてのҭ題が残される。
さらに時間的制限から，児童 g生徒の算数 g
数学に対する態度の形成に影؉を与える要因
と考えられる教師に対する調査を行うことが
できなかった。教師に対する調査を行うこと
で，教師が児童 g生徒の算数 g数学に対する態
度の形成にいかなる影؉を与えるかを明らか
にすることができると考えられる。
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